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PRO＝プロデューサー、ECD＝エグゼクティブクリエーティブディレク
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こちらからご覧いただけます。
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土用の「うしの日」問題
鹿屋市

いずれも 2023 年 7 月 3 日付　南日本新聞
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受賞のことば

鹿児島県鹿屋市
市長

中
な か

西
に し

　茂
し げ る

　氏

　このたびは栄えある新聞広告大賞を賜り、大変光栄に存じます。
　まず、本市の広告活動を支えてくださったすべての関係者の皆様に感謝申し上げ
ます。特に、広告制作に携わった地域の方々やクリエイターの皆さんの熱い想いが、
今回の栄誉ある賞の受賞につながったと感じております。
　鹿屋市は、日本を代表する牛と鰻

うなぎ

の産地でありますが、なかなか知名度が低いの
が現状でありました。和牛については、2022年に開催された「第12回全国和牛能力
共進会鹿児島大会」において、本市から県内市町村では最多となる９頭が出品され、
そのうち３部門において農林水産大臣賞を獲得するなど、鹿児島県が日本一の和牛
産地であることに大きく貢献いたしました。
　また、全国有数の産地である鰻は、鹿屋のシラス台地での豊かな地下水と、南国
の温暖な気候に恵まれた環境の中で丹精込めて育てられており、この「鹿児島県鹿
屋産鰻」は、ふるさと納税でも大好評をいただいております。
　このような２つの最高な素材の良さをなんとか全国の皆様に認知いただきたいと
いう想いが、今回の作品制作のきっかけでありました。
　今回、受賞を果たした広告「土用の『うしの日』問題」は、「うしの日に鰻を食
べる」という昔からの文化がある一方で、「う」が付く日なら「牛」を食べても良
いのでは？という着想から、実際の生産者が紙面上でそれぞれの意見を主張する構
図にすることで、読み手を引きつける狙いがありました。その結果、これが功を奏
し、全国から多くのお褒めの言葉をいただくたびに、私たちの想いが多くの方々に
届いていると実感したところです。
　2006年１月１日に誕生した「新」鹿屋市は、2026年に20周年を迎えます。本市が
有する豊かな自然や食などを活用した、交流人口や定住人口の増加に向けた取り組
みなどを広く知っていただくために、新聞広告を活用した情報発信は、極めて有効
な手段であることから、これからも、市民の皆様と共に手を携えながら、地域の発
展に寄与するために新聞広告を最大限に活用し、新たな挑戦を続けていきたいと考
えております。引き続き、ご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　最後に、この受賞を励みに、さらなる創造性と情熱を持って、市の発展に尽力し
てまいります。

◉掲載状況	����������２０２３年７月３日、朝日新聞（東京）／全１５段、南日
本新聞／全１５段×２（表裏）、カラー

◉広告活動	����������特設サイトでウェブ動画を公開するとともに、ウナギ
と和牛が返礼品の「ふるさと納税」サイトに誘導。

◉企画・制作	 �������九州博報堂
◉扱い	 ���������������朝日新聞社、南日本新聞社
◉制作スタッフ	������PRO= 橋口敏朗、CD・C= 松尾昇、AD・D= 池

田卓史、PH= 奥敬志、メディアプランニング = 竹
本哲郎

◉企画の概要と選定理由
「土用の丑

うし

の日」に食べるのは、ウナギなのか牛なのか――。鹿児島県
鹿屋市はふるさと納税の返礼品としてウナギの申し込みが多い時期に、も
う一つの名産品である和牛もＰＲする新聞広告を地元紙と全国紙に掲載し
た。それぞれの食材を勧める生産者の掛け合いを紙面の表裏で展開し、
メインコピーと本文で双方の思いを伝え、読者の好奇心をかき立てた。二
次元コードで地元出身のお笑いタレント・サンシャイン池崎氏が登場するコ
ミカルな動画に誘導し、両者の魅力をさらに発信。ＳＮＳやテレビ番組で取
り上げられ、大きな反響を呼んだ。新聞広告を起点に、立体的な展開で
自治体の知名度向上と地場産業の活性化に大きく寄与した広告企画とし
て高く評価された。

特設サイト
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味の素株式会社

団ランランタン

◉企画の概要と選定理由
家族の温かい団らんが増えるクリスマスを前に、食事中のスマートフォン操
作に気を取られコミュニケーションが希薄にならないよう、食卓での会話を
促す新聞広告を掲載した。紙面を切り取ってランタンを作り、ライトをつけ
たスマートフォンに置くことで隠れていたイラストやメッセージが表れるという
仕掛けで、自然と会話が促される空間を創出した。北海道のレストラン・
カフェ１０店舗では、スマホをテーブルに置いてランタンの明かりで食事と
会話を楽しむイベントを実施し、テレビ番組やネットニュースで取り上げられ
ＳＮＳでも話題となった。紙の質感を生かし、食を大切にする企業姿勢を
斬新な発想で伝えた広告企画として高く評価された。

◉掲載状況	����������2023年12月19日、朝日新聞（北海道）、読売新聞（北海
道）／全45段、カラー

◉広告活動	����������ウェブサイト、X（旧 Twitter）、北海道内のカフェ（10 店
舗）でのランタン体験

◉企画・扱い	 �������� 博報堂
◉制作	 ��������������� 博報堂、博報堂プロダクツ、東京アドデザイナース
◉制作スタッフ	������ ECD= 福島和人、CD・AD= 永井大介、C= 松村紘世、

D= 竹内彰太郎、福見光洋、PL= 小林優介、根本崚佑、
Ｉ= たけうちちひろ、PH= 島村朋子
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沖縄セルラー電話株式会社

生物多様性沖縄２紙マルチ新聞広告
「わたしたちが、絶滅危惧種になるまえに。」

◉企画の概要と選定理由
沖縄県の 2 紙と地元企業が、豊かな自然の価値と保全の大切さを伝える
ため、共同で広告企画を展開した。沖縄タイムスは「海」、琉球新報は

「陸」をテーマに絶滅危惧種を含む動植物の原寸大のイラストを掲載した。
1 面から終面にかけて、広告枠を生物の形に合わせ大胆に配置したクリ
エーティブは、メディアや SNS で取り上げられ、普段新聞に触れない若
者の間でも話題になった。紙面の大きさを斬新なアイデアで活用し、読者
の好奇心をかきたてながら問題意識を高め、沖縄県の生物多様性を伝え
た広告活動として高く評価された。

◉掲載状況	����������2023年9月24日、沖縄タイムス、琉球新報／2紙・計23
ページに掲載（全15段、二連版全10段など、変型広告、雑
報）、カラー

◉企画	 ���������������電通沖縄、電通、シンク・ネイチャー
◉制作	 ��������������� プラグ
◉扱い	 ��������������� 電通沖縄
◉制作スタッフ	������ PRO= 浅香彰彦、大見真一、CD・C= 野崎賢一、AD=

江波戸李生、ファクトチェック = 久保田康裕、塩野貴之、
D= 鑓田佳広、小島幸菊、Ｉ= 山田博之

沖縄タイムス　4 面

琉球新報　7 面

沖縄タイムス　22 面 沖縄タイムス　24 面

琉球新報　1 面 琉球新報　4 面
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株式会社集英社

『僕のヒーローアカデミア』シリーズ
世界累計発行部数１億部突破記念キャンペーン

◉掲載状況	����������2024 年 4 月 4 日、読売新聞／二連版全 30 段、4 月 4
～9 日、全国 48 紙（読売新聞は大阪府版・和歌山県版、
京都新聞は京都府版・滋賀県版でそれぞれ切り替え）／全
15 段、4 月 10 日、読売新聞／全 15 段、カラー

◉広告活動	����������X（旧 Twitter） 
◉企画・扱い	��������電通
◉制作	 ���������������J・C・スパーク
◉制作スタッフ	������CD= 菅野了也、AD= 花木大樹、C= 飯田羊、D= 遠

藤寛昭、小泉智加良、山本彩乃、森野航平、CPR＝長
谷川豊、葛生知菜実、ECP＝高草木博純、AE＝粟野
卓、田中美穂、GPR＝上田理沙

◉企画の概要と選定理由
人気漫画『僕のヒーローアカデミア』がシリーズ世界累計発行部数１億
部を突破したことを記念し、ファンへの感謝の気持ちを伝える広告活動を
７日間かけて実施した。９０人以上のキャラクターが集合したビジュアルを
初日に全国紙に掲載。４７都道府県を６地区に分け、主人公のクラスメー
トなどが１日ごとに地区を移動し、各地方紙に登場する広告を展開した。
最終日には日本一周を終えたキャラクターが再び全国紙に登場した。キャ
ラクターが全国の観光名所や特産品を楽しむクリエーティブは、ＳＮＳで大
きな反響を呼んだ。全国紙と地方紙を組み合わせ、新聞の訴求力を生か
し広範囲に話題を喚起した広告企画として高く評価された。

2024 年 4 月 4 日付　読売新聞

© 堀越耕平／集英社

4 月 4 日付　北海道新聞

4 月 5 日付　東京新聞

4 月 10 日付　読売新聞
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DAM1,000銘柄
株式会社第一興商

◉掲載状況	����������2024 年 3 月 14 日、日本経済新聞／全 15 段、カラー
◉企画・扱い	��������電通東日本
◉制作	 ���������������電通東日本、アンプ、アットアームズ
◉制作スタッフ	������CD= 松田脩、PL= 松田脩、冨田孝行、西本旭宏、C

＝松田脩、冨田孝行、AD= 西本旭宏、D= 西本旭宏、
渡辺智基、脇坂亮也、向井雅、谷本恭子、大澤聡美、
PRO= 布施圭次郎、AE= 笠井美希、富士宮真仁

◉企画の概要と選定理由
業務用通信カラオケＤＡＭの販売３０周年を記念し、サービス開始以来歌
われてきたカラオケランキング上位１０００曲の一覧を証券面に見立てた新
聞広告を掲載した。株式銘柄のように曲名や歌手、選曲番号、順位を
並べるとともに、読者に気付いてもらうため全ページ広告の右下部分に

「一曲どうぞ。」というコピーの小枠広告を配置。さまざまな年代の曲があ
ることで世代を超えて誰もが楽しめるようになっており、読者が自分の好き
なアーティストの順位をコメント付きでＳＮＳに投稿するなど大きな反響があっ
た。読者になじみある紙面を広告枠のクリエーティブとして活用し、企業
ブランディングに貢献した広告企画として高く評価された。

拡大イメージ
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◉企画の概要と選定理由
トラックドライバーの時間外労働の上限規制適用に伴い、輸送能力の低下に
より国民生活や経済活動に大きな影響が発生することが懸念される物流の
「2024 年問題」を消費者に問い掛ける新聞広告を掲載した。12 月26日付
紙面にクリスマスまでにプレゼントを届けられなかったサンタクロースが

「Sorry Xmas!」と書き換えて謝るクリエーティブで、業界が直面する課題
を伝えた。二次元コードから遷移する読者アンケートでは、物流関係者への
ねぎらいや人手不足の現状に理解を示す声が多数寄せられた。新聞広告
の表現力と日付を指定して掲載できる媒体特性を生かし、深刻な社会問題
を分かりやすく伝えた広告活動として高く評価された。

◉掲載状況	 ��������� 2023 年 12 月 26日、朝日新聞（東京、大阪）／全
15 段、カラー

◉広告活動	 ���������ウェブサイト、X （旧 Twitter）
◉企画・制作	������� DE、朝日新聞社
◉扱い	��������������� 朝日エージェンシー
◉制作スタッフ	 ����� PRO= 大石亨、 田浦孝博、CD・C= 牧野圭太、

AD・D= 堀籠正樹

物流の2024年問題意見広告「Sorry	Xmas!」
一般社団法人日本物流団体連合会
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アサヒ生ビール	年末30段広告
アサヒビール株式会社

◉掲載状況	 ��������� 2024 年 4 月 30日、国内外 59 紙、5 月 1日、東京
スポーツ／全15段（日本経済新聞は全60段、報知
新聞はラッピング全60段）、5月20日、国内外20紙
／全15段（日本経済新聞は二連版全30段）、カラー

◉広告活動	 ��������� 東京・渋谷、六本木、米ニューヨーク・タイムズスク
エアなどでの OOH、ウェブサイト、Ｘ（旧 Twitter）

◉企画・制作・扱い	��CIRCUS
◉制作スタッフ	 ����� PRO= 河野広一、大村春洋、金井綾音、ECD= 浅

田学、CD・C= 小竹海広、PH= 花房遼、CPR= 川
村和、フォトアシスタント= 佐藤康太郎、川島悠輝、
書家 = 富永泰弘、アクティベーションプランナー =
池田一弘、デジタルプランナー = 金谷圭介、ウェブ
プロデューサー = 佐藤陸、ウェブデザイナー = 金子
夢可、海翔、ウェブデベロッパー = 伊藤勇気、レ
タッチャー = 津金卓也、AE= 橋本久実、影山亘、
浅田宏樹、横山直人、三根蛍斗、黒田梨緒、相原
悠人、日笠綾音、櫻井麻那、大沼咲希

◉企画の概要と選定理由
ロサンゼルス・ドジャースの大谷翔平選手とのグローバル契約締結に合わせ、
同選手へのエールを送る新聞広告を2024 年 4 月30日から5 月20日までに
国内外の計 66 紙に掲載した。「お～いオオタニサン！」から始まるメッセージ
は、多くのファンを代弁する思いとして読者の共感を呼んだ。ペットボトルの
背面には大谷選手の俳句を載せているが、本人はいないクリエーティブで
商品とともにメッセージの内容を際立たせた。テレビ番組で紹介されたほか、
ＳＮＳで大きな話題となり、世界各地の複数店舗で商品が一時品薄となるだ
けでなく、広告紙面そのものを求める人が相次いだ。新聞広告を起点にス
ケールの大きな展開で商品のブランディングに大きな効果をもたらした広告企
画として高く評価された。

◉企画の概要と選定理由
「日本に、ぬくもりを。」というブランドパーパスを掲げる「アサヒ生ビール」
（通称マルエフ）を効果的に訴求するため、年末に全国の新聞に見開きの
新聞広告を掲載した。「日本のみなさん、おつかれ生です。」というあたた
かみのあるコピーは、年の瀬に追憶にふけるひとときを読者にもたらした。２
人の俳優がビール片手にほほ笑みかける紙面を線に沿って折ると、２つのグ
ラスが乾杯する姿が表れる。ＳＮＳの公式アカウントには多くの反響があり、
テレビコマーシャルと連動して消費者とのコミュニケーションを図った。広告掲
載後には新聞購読者による購買率が急増し、ビール市場におけるシェアが
上昇した。新聞広告の表現力を生かしたクリエーティブと他メディアを活用し
た立体的な展開が高く評価された。

◉掲載状況	 ��������� 2023 年 12 月 28 日、読売新聞、日本経済新聞、
12 月 30 日、信濃毎日新聞、山陽新聞、12 月 31
日、全国 49 紙／二連版全 30 段、カラー

◉広告活動	 ���������Ｘ（旧 Twitter）
◉企画・扱い	������� 電通
◉制作	��������������� 電通、電通クリエーティブフォース、アドブレーン、

アマナ
◉制作スタッフ	 ����� CD・C= 郡司音、AD= 勝村秀樹、D= 山田千晶、鳥

丸新水、本山かおり、PH= てんてん、レタッチ = 尾
堂萌実、スタイリスト= 丸本達彦、杉本学子、ヘア
メイク= 古久保英人、イワタユイナ、CPR= 岩佐遼
太郎、デザインプロデューサー = 原健介、今田蛍斗、
近藤勇吾、フォトプロデューサー = 関口拓真、永井う
らら、篠原涼、山田絢太、印刷 = 澤田綱史、AE=
三田耕太郎、池田信介、榎本圭太、市村悟志、吉
田響

2024 年 4 月 30 日付

線に沿って折った状態

株式会社伊藤園

「大谷翔平」×「お～いお茶」
お～いオオタニサン！グローバルキャンペーン
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サントリーホールディングス株式会社株式会社講談社

Maker’s	Mark	THANKS	LABELキャンペーン新社会人応援広告「今年から社会人のヤングたちへ」

◉企画の概要と選定理由
父の日に向けて、ウイスキーのネーム入りラベルが当たるキャンペーンを告知
する新聞広告を母の日に掲載した。父の日のプレゼントは母の日が終わった
後に検討されることが多いというデータを踏まえ、メインコピーは「母の日」
に見えるが、上下をひっくり返すと「父の日」と読めるクリエーティブを展開。

「ちなみに。6.16（忘れないでね…）」という控えめなコピーとともに共感を集
めた。声優・江口拓也さんが新聞広告を見て驚く声を収めた動画は SNS
で話題となり、キャンペーンへの応募数は前年より倍以上に増加した。紙の
物理的な大きさや特定の日に掲載できるという新聞の特長を生かし、商品の
ブランディングに貢献した広告活動として高く評価された。

◉掲載状況	 ��������� 2024年5月12日、朝日新聞、読売新聞／全15段、
カラー

◉広告活動	 ��������� 屋外広告、ウェブサイト、SNS
◉企画・扱い	������� 電通、電通アドギア
◉制作	��������������� 電通、電通アドギア、電通クリエーティブフォース、

AOI Pro.、ファブリカ
◉制作スタッフ	 ����� PRO= 牧庸介、谷本篤史、土田創（電通）、岩田久

（電通アドギア）、CD= 嶋野裕介（電通）、嶋田光太
郎（サントリーホールディングス）、AD= 今井祐介

（電通）、C・PRPL= 坂下義明（電通）、C・PL= 春
田凪彩（電通）、STPL= 原光宏、井土晋太郎、木村
優美（電通） 、D= 大渕寿徳、當間京佳（ファブリ
カ）、レタッチャー = 磯崎大介（VONS pictures）、
書家 = 渡辺美里、CPR= 石渡舞（電通クリエーティ
ブフォース）

◉企画の概要と選定理由
創刊から44 周年を迎え、個性的な作品を数多く輩出してきた漫画雑誌

「ヤングマガジン」。雑誌の知名度は高いものの「ヤンマガ」の連載作品だ
とあまり知られていない人気漫画があることを受け、両者をつなげるブラン
ディング広告を展開した。4 月の年度初めに合わせ、歴代作品のキャラクター
が新社会人にアドバイスを送る新聞広告を掲載。あえて皮肉の利いたエー
ルを並べて「ヤンマガ」らしさを際立たせ、緊張する新入社員たちの気持
ちを和らげた。公式 SNS や JR 品川駅の液晶ディスプレーでもアドバイスを
掲出し、多くの反響を呼んだ。新聞広告の表現力を生かした遊び心あふれ
るクリエーティブで、雑誌媒体のブランディングに貢献した広告企画として高
く評価された。

◉掲載状況	 ��������� 2024 年 4 月 1 日、 朝日新聞／二連版全 30 段、
カラー

◉広告活動	 ��������� OOH（JR 品川駅自由通路）、X（旧 Twitter）
◉企画・扱い	������� 博報堂
◉制作	��������������� 博報堂、スパイス
◉制作スタッフ	 ����� CD= 丸田昌哉、嶋元司、AD= 奥野凛、C= 嶋元司、

大川将平、二谷輝郎、D= 赤坂夏生、柳澤彩乃、松
下真由美、梁明昊、AE= 近藤陽子、安福隼也、小
山田滝音
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◉企画の概要と選定理由
子どもが帰省するお盆の時期に合わせ、人のつながりや温かさを伝えること
で島根県への Uターンや Iターンを促進する新聞広告を掲載した。ラッピン
グ紙面の表面は出雲版と石見版で切り替え、美しい自然を背景に家族や同
僚とともに写る移住者の笑顔で飾った。裏面には出雲、石見、隠岐の地域
ごとに、家族や単身で Uターン・Iターンした人に実際の生活について取材
した記事を掲載し、移住の魅力を伝えた。主な新聞購読者層である親世
代に訴求し、帰省をきっかけに親から子への声掛けを促すことを意識した。
開放感のあるクリエーティブや人のぬくもりを感じさせるコピーは共感を呼び、
自治体の人口減少や少子高齢化対策に寄与した広告企画として高く評価さ
れた。

◉掲載状況	 ��������� 2023 年 8 月 11 日、山陰中央新報／ラッピング全
60 段（表面は出雲版・石見版切り替え）、カラー

◉広告活動	 ��������� 山陰中央新報デジタル、Meta 広告
◉企画	����������������山陰中央新報社
◉制作	 ���������������SAIDO
◉制作スタッフ	 ����� PRO= 藤間崇之、CD・AD= 品川良樹、C= 山若マサ

ヤ、PH= 七咲友梨

表面（出雲版）

裏面

◉企画の概要と選定理由
多くの学校で夏休みが終わるタイミングに合わせ、「キミは、いたほうがいい
よ。」のコピーとともに上映中映画の新聞広告を掲載した。登校に不安を抱
える子どもや家族に寄り添うメッセージはＳＮＳで拡散し、インターネットニュー
スやラジオ番組で紹介された。教育関係者からも注目され、始業式や学校
新聞で取り上げられた。映画は９月中旬、シリーズ最高の興行成績に達し
た。大きな紙面の余白を使ったビジュアルや優しさと勇気を与えるコピー、出
稿のタイミングなど新聞広告の特性を生かしたクリエーティブとして高く評価さ
れた。

◉掲載状況	 ��������� 2023年8月25日、朝日新聞／二連版全30段、カラー
◉広告活動	���������� SNS
◉企画	��������������� CHERRY、ADKエモーションズ
◉制作	��������������� CHERRY、RABBIT、白組
◉扱い	��������������� ADKマーケティング・ソリューションズ
◉制作スタッフ	 ����� PRO=畑中亮、CD=青木一真、AD=増田総成、C=

青木一真、片岡良子、PL=今井俊希、BP=絹木裕一、
菊武俊輔、田中千菜美、渡辺千陽、CG=勝又典子

しん次元クレヨンしんちゃん製作委員会島根県

『しん次元！クレヨンしんちゃんTHE	MOVIE	超能力大決戦	
～とべとべ手巻き寿司～』新聞広告

親のひとことが島根へ帰るきっかけでした。
～しまねの暮らし、実際どうですか？～

© 臼井儀人／しん次元クレヨンしんちゃん製作委員会
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日本貨物鉄道株式会社

この国の物流が試されている。

◉企画の概要と選定理由
トラックドライバーの時間外労働規制の適用で物流が停滞する「2024 年問
題」が憂慮される中、トラック輸送と貨物鉄道輸送の利点を生かして持続
可能な物流のあり方を目指す企業姿勢を新聞広告で発信した。見開き紙面
に貨物列車とトラックが行き交う線路と高速道路の写真を掲載したクリエー
ティブは、生活や産業が輸送に支えられていることを印象付けた。全国の
主要駅には大型ボードやポスターを掲出し、貨物鉄道輸送が労働力不足や
環境問題など物流をめぐる課題の解決策の一助になるというメッセージを伝
えた。新聞広告の表現力を生かし、企業ブランディングに寄与した広告企
画として高く評価された。

◉掲載状況	 ��������� 2023 年 8 月 29 日、日本経済新聞／二連版全 30
段、カラー

◉広告活動	 ��������� OOH（全国主要駅）、ポスター
◉企画	���������������日本貨物鉄道、ビジュアルメッセージ研究所、日本

経済社
◉制作	��������������� ロボッチ
◉扱い	���������������日本経済社
◉制作スタッフ	 ����� PRO= 西田順弥（日本経済社）、CD= 山本洋司

（ビジュアルメッセージ研究所）、AD・D= 長尾隆
（ロボッチ）、C= 上田伸彦（日本経済社）、PH= 堀
口眞澄（堀口写真事務所）

株式会社友桝飲料

成人の日に乾杯

◉企画の概要と選定理由
ノンアルコール炭酸飲料「こどもびいる」の発売２０周年のお祝いに、クラフ
トビール「おとなびいる」の限定発売を告知する新聞広告を成人の日に掲
載した。紙面の表裏で両商品をそれぞれ単独で紹介し、透かして見ると余
白部分に大人と子どもが乾杯する姿が見えるクリエーティブを展開した。
ユーモアあふれる新聞広告は商品のネーミングとともにＳＮＳで話題となった。
紙の特性を生かした斬新な発想で、企業と商品のブランディングに寄与した
広告活動として高く評価された。

◉掲載状況	 ��������� 2024 年 1 月 8 日、佐賀新聞／全 15 段×2（表裏）、
カラー

◉広告活動	 ��������� SNS、イベント
◉企画・扱い	������� 電通九州
◉制作	��������������� アド・パスカル
◉制作スタッフ	 ����� PRO= 上野孝次郎、米永日菜子、CD・AD= 伊藤

敬生、C= 永野弥生、D= 長匡、PH= 牧野正文

透かし見た状態
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◉企画の概要と選定理由
ふるさとから離れて一人暮らしをする子どもや孫に福島県のトップブランド米

「福、笑い」の仕送りを促す新聞広告を掲載した。米袋に「がんばれよ。
うちより、いい米、送ります。」という手紙を重ね、遠方の家族を応援する
メッセージとともに銘柄の認知拡大につなげた。米とオリジナル茶わん・箸の
仕送りセットを二次元コードから遷移するウェブサイトやイベントで限定販売し
た結果、通常販売分の売り上げを伸ばす相乗効果が見られた。シンプルな
がら温かみのあるクリエーティブで、県産品の販売促進とブランディングに貢
献した広告企画として高く評価された。

◉掲載状況	 ��������� 2024 年 3 月 10 日、福島民報、福島民友／全 15
段、カラー

◉広告活動	 ��������� 仕送りセット販売（ウェブサイト、イベント）、Ｘ（旧
Twitter）など

◉企画・扱い	������� 電通東日本
◉制作	��������������� SCHOP Inc.
◉制作スタッフ	 ����� PRO=三浦勇人、原田空輝、AD=服部紀彦、岡本紘

典、D=岡本紘典、末田悟、PH=吉田明広、アクティ
ベーション担当=梶力司、伊木遼太郎

◉企画の概要と選定理由
成人の日をきっかけに食と農林水産業の課題と実情を伝え、社会のあり方や
人の生き方を考えてもらい、行動を促すメッセージを発信する新聞広告を４７
都道府県４８紙で展開した。各地の学生が農林水産の生産現場を訪れ、
感じた思いを各紙で紹介し、それぞれの取り組みをまとめた広告を全国紙に
掲載した。公式ＳＮＳでも発信し、食や農に関する機運を全国で高めた。ま
た、本企画の全ての新聞広告を集約した冊子等を制作、就活イベントや大
学の講義などで活用された。地域に密着した新聞社の取材力を生かし、
大人への一歩を踏み出すＺ世代をはじめとする多くの世代に訴えかけた広
告活動として高く評価された。

◉掲載状況	 ��������� 2024 年 1 月 8 日、全国 48 紙（産経新聞は大阪
府版・和歌山県版、京都新聞は京都府版・滋賀県版
でそれぞれ切り替え）／全 15 段、モノクロ（日本経
済新聞は全 45 段、カラー）、2 月 29 日、日本経済
新聞／全 15 段、カラー

◉広告活動	 ��������� 本企画の全ての新聞広告を集約した冊子等（約１万
部）、ウェブサイト、Ｘ（旧 Twitter）、OOH（Tokyo 
Metro Vision）

◉企画	��������������� 農林水産省、電通東日本、コトバ
◉制作	��������������� 電通東日本、コトバ、DESIGNMAN
◉扱い	��������������� 電通東日本
◉制作スタッフ	 ����� CD・C= 山 本 高 史（ コ ト バ ）、AD・D= 折 重 慎

（DESIGNMAN）、PH=各新聞社

農林水産省

食から日本を考える。NIPPON	FOOD	SHIFT
「47都道府県合同企画　ニッポンは、ずっとおいしいか？」

2024 年 1 月 8 日付 2 月 29 日付

1 月 8 日付（いずれも日本経済新聞）

福島県

がんばれよ。うちより、いい米、送ります。
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産経新聞東京本社　メディアビジネス局

フェムケアプロジェクト×国際女性デー企画「知るって、やさしい一歩！」

◉広告主	 ������������ あいおいニッセイ同和損害保険、伊藤忠商事、ＪＫＡ、
タカラベルモント、東京ガス、ファンケル、富士紡
ホールディングス、明治、Ridgelinez

◉掲載状況	 ��������� 2023 年 6 月 20 日／全 15 段、2024 年 3 月 8 日
／ラッピング全 60 段、全 45 段、雑報、カラー

◉広告活動	 ���������ウェブサイト、X（旧 Twitter）、イベント（東京都港
区、ラジオ公開収録）、プレゼントキャンペーン、雑誌

『メトロポリターナ 2024 年 3 月号』
◉企画	��������������� 産経新聞東京本社
◉制作	���������������ＡＤＫクリエイティブ・ワン、ＡＤＫマーケティング・ソ

リューションズ、シフトキー

◉企画の概要と選定理由
３月８日の国際女性デーを中心に、編集局と連動し女性特有の悩みに関す
る相互理解を促すプロジェクトを実施した。国際女性デーのシンボルフラワー
であるミモザをあしらった紙面を制作し、題字も花の色に合わせて変更した。
お互いに背を向ける男女が描かれたラッピング紙面を折ると、２人が向き合い

「ぜんぶは、わからなくていいかもね。あなたと私はちがうから」というメッ
セージが表れるクリエーティブを展開。男性をはじめ読者に広く自分事として
捉えてもらうメッセージを発信した。多くの広告主から賛同を得て、ＳＮＳやフ
リーマガジン、イベントと連動し、テレビやラジオで取り上げられるなど大きな
反響を呼んだ。新聞社の総合力を結集し、多様な生き方への関心と共感を
広げた広告活動として高く評価された。

2024 年 3 月 8 日付

2023 年 6 月 20 日付

3 月 8 日付

線に沿って折った状態

線に沿って折った状態
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下野新聞社　ビジネス局

ハコブトチギ

◉広告主	 ������������ 東日本高速道路、栃木県トラック協会、全国農業協
同組合連合会栃木県本部、足利銀行、アルファ・ク
リエイト、川﨑運輸、北関東広運、サカエ商事、サ
ンコー、山晃物流倉庫、栃木県木材業協同組合連合
会、栃木日野自動車、トヨタＬ＆Ｆ栃木、物流ネット
ワーク栃木協同組合、誠商事

◉掲載状況	 ��������� 2023 年 10 月 9日、12 月 5日、2024 年 1 月 17
日、3 月 6日、3 月 28日、4 月 10日、5 月 28日、
5 月 31日／全 15 段×2（表裏）、全 15 段、カラー

◉広告活動	 ���������ウェブサイト
◉企画	��������������� 下野新聞社
◉制作	��������������� Afro&Co. Inc.、Shiho So、highlights inc.、SandS、

&d.、アルファ・クリエイト、栃木ダイレクトコミュニ
ケーションズ

◉扱い	��������������� 下野新聞社、栃木オリコミ・センター

◉企画の概要と選定理由
１０月９日「トラックの日」の特集を皮切りに、物流問題に関する理解促進を
図る広告企画を展開した。武骨なイメージの運送業や倉庫業などのイメージ
を払拭するため、柔らかでポップなイラストで物流を表現した全面広告を掲
載。インフルエンサーでもある現役女性ドライバー「トラックめいめい」さんを
起用した広告展開は、ＳＮＳで多くの注目を集め、反響は栃木県外にも及ん
だ。ほかにも、消費者にとって身近な食や宅配ボックスを取り上げた特集紙
面による情報発信、ドライバー向けの「癒やし（フットケア等）」提供、子ど
も向けの見学・体験イベントを実施。これまで取引がなかった企業からも協
賛を得て、物流業界をめぐる現状と課題を県民に伝え、関心を高めた広告
企画として高く評価された。

2023 年 10 月 9 日付

2023 年 12 月 5 日付 2024 年 3 月 6 日付

3 月 28 日付 5 月 28 日付
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信濃毎日新聞社　マーケティング局

長所県長野県～素晴らしき日々のそばに～

◉広告主	 ������������ サントリーホールディングス、日本たばこ産業、綿半
ホールディングス、養命酒製造、筑摩書房、プリオ
ホールディングス、日本電気、ホクト、長野日産自
動車、水野美術館、シューマート、ルートインジャパ
ン、バイク王＆カンパニー

◉掲載状況	 ��������� 2023 年 7 月 5 日、10 月 18 日／二連版全 30 段、
雑報、8 月 12 日、8 月 26 日、9 月 1 日、9 月 29
日、10 月 7 日、10 月 11 日、10 月 15 日／雑報、
カラー

◉広告活動	 ��������� OOH、インターネット、SNS、「そば新聞」を制作
◉企画	��������������� 信濃毎日新聞社、電通
◉制作	��������������� 電通、電通クリエーティブフォース、CPU direct、

電通クリエーティブキューブ、マテリアル、アート
ファクトリー、ナカチカ、ビー・クス、長野県信州そ
ば協同組合

◉扱い	��������������� 電通、ながのアド・ビューロ

◉企画の概要と選定理由
創刊 150 周年を迎え、長野県の魅力を県内外に発信し、再発見してもらう
キャンペーンを実施した。読者から募った長野県の長所計 150 点を、紙面
や SNSと連動して発信。寄せられた長所を食用インキで印字した「そば新
聞」を限定販売し、わずか 1日半で完売する売り場もあるなど、好評を博
した。創刊日の 7 月5日には「視点を変えれば、長所しかない。」のメッ
セージとともに、判読しづらい長体文字を使用した縦長の見開き広告を制作
し、離れて下から読むと「長所県長野県」という文字が浮かび上がるクリ
エーティブを掲載した。新聞社の企画力と表現力を生かし、協賛社とともに
地域への愛着と誇りを高めた広告活動として高く評価された。

2023 年 7 月 5 日付

10 月 18 日付

そば新聞
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北日本新聞社　メディアビジネス局

北日本新聞創刊139周年広告特集　OKANE	QUEST

◉広告主	 ������������ 北陸銀行、東芝、YKK、JA 共済、富山県民共済
など 35 社・団体

◉掲載状況	 ��������� 2023 年 8 月 1 日／全 30 段、別刷り（16 ページ）、
カラー

◉広告活動	 ��������� 金融機関による小学校での出前授業
◉企画	��������������� 北日本新聞社メディアビジネス局
◉制作	��������������� スカイインテック
◉扱い	��������������� スカイインテック、北日本新聞開発センターほか

◉企画の概要と選定理由
２０２４年１月の新ＮＩＳＡ制度開始前に、富山県民の金融に関する知識が十
分ではないという調査結果を踏まえ、金融リテラシーを高める特集紙面を発
行した。往年のロールプレーイングゲームの世界観を想起させるクリエーティ
ブで読者の興味を引き、県民のお金にまつわるデータや専門家へのインタ
ビューを通じて主人公とともに金融知識を高めていく物語を創作。物価高騰
や低迷する賃金など全国で抱える問題を取り上げ、幅広い知識を習得でき
る構成とした。営業活動で使いたいと金融機関から紙面提供の依頼があり、
小学校では出前授業の教材として活用されるなど大きな反響を呼んだ。例
年の周年企画を上回る協賛を得て、金融教育という難しいテーマを親しみ
やすく伝えた広告活動として高く評価された。
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◉広告主	 ������������ 国土交通省、岡山県、倉敷市、地元企業など 70
社・団体

◉掲載状況	 ��������� 2023 年 7 月 6 日／別刷り（32 ページ）、9 月 26
日、10 月 29 日、2024 年 2 月 3 日／二連版全 30
段、カラー

◉広告活動	 ���������ウェブサイト、X（旧 Twitter）、「岡山たからもんじ
ゆうちょう」の発行（岡山県内 378 校・約 1 万 6
千人の小学１年生に配布）、イベント・シンポジウム
の開催（2023 年 8 月 21 日、9 月 29 日）

◉企画	���������������ワクト、山陽新聞社
◉制作	���������������ワクト
◉扱い	��������������� 各社

◉企画の概要と選定理由
2018 年 7 月に未曽有の被害をもたらした西日本豪雨災害から5 年の節目に、
21 年から展開している「岡山たからもん」プロジェクトの一環として、被災
地で前向きに生きる人 を々紹介する広告企画を実施した。32 ページにわたる
別刷り特集では、「守った絆、生まれた希望」をテーマに、災害を糧に活
躍する12 人の歩みを表情が際立つ印象的な写真とともに紹介した。ウェブ
サイトでは岡山から生まれた防災の取り組みを発信したほか、紙面から抜き
取って使える防災ハンドブックの掲載、若年層を意識したシンポジウムの開催
など、防災意識の普及に努めた。地域に寄り添う地元新聞社が、多くの協
賛社を得て、未来志向で災害の風化防止に取り組んだ広告企画として高く
評価された。

2023 年 7 月 6 日付（別刷り）

山陽新聞社　営業局

岡山たからもん　人のつながり　地域のチカラ
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産経新聞大阪本社　メディアビジネス局

みんな周年

◉企画の概要と選定理由
創刊 90 周年に合わせ、さまざまなタイミングの周年を記念するとの発想で、
企業や製品、サービスなどを幅広く年表形式で紹介した。10 年や 50 年など
の区切りの良い時に限らず、時代や環境の変化に対応して歩みを進める企
業を応援し、過去から現在、未来へと紡ぐ思いを紙面に込め、読者に想起
を促した。想定を上回る42 社から協賛を得て、企画段階から「印象に残
る」「面白い」などの反応があったほか、掲載後に非協賛社から出稿を望
む声が寄せられた。新聞の特性である一覧性を生かし、思わず注目して社
会をふかんできるクリエーティブとして高く評価された。

◉広告主	 ������������ 42社・団体
◉掲載状況	 ��������� 2023 年 7 月 31 日／二連版全 30 段、カラー
◉企画	��������������� 産経新聞大阪本社
◉制作	��������������� MAQ

◉企画の概要と選定理由
2024 年 1 月1日の能登半島地震と4 月3日の台湾東部沖地震を受けて被災
地にメッセージを届ける広告活動を展開した。震災直後にSNS で募った能登
の被災者への励ましやお見舞いの言葉で構成された新聞広告を、29 社・団
体から協賛を集め 1 月11日付北國新聞に掲載した。SNS や紙面で紹介した

「新聞で作る折り紙トイレ」の動画は、被災地で役立つと反響を呼んだ。3 月
に開いた防災サミットでは石川県特産品の販売や募金活動を実施した。台湾
の更生日報には地震発生１か月後の 5 月3日付で 55 社・団体の協賛とともに
復興を願うメッセージ広告を掲載し、台湾の花蓮市長と市民による感謝の動
画が寄せられた。新聞社の機動力とネットワークを生かし、SNS やイベントと連
動して東日本大震災での経験と復興支援の気持ちをいち早く伝え、被災者を
勇気づけた広告企画として高く評価された。

◉広告主	 ������������ 三陸鉄道ほか延べ 84 社・団体
◉掲載状況	 ��������� 2024年1月11日、北國新聞／全15段、モノクロ、

5月3日、更生日報（台湾）／全面広告、カラー
◉広告活動	 ��������� インターネット、SNS、イベント
◉企画	��������������� 岩手日報社、電通
◉制作	��������������� 電通

岩手日報社　総合ビジネス局

#岩手から能登へ届けます　#岩手から台湾へ届けます

5 月 3 日付　更生日報2024 年 1 月 11 日付　北國新聞
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◉企画の概要と選定理由
フードロス削減に向け、静岡市内のスーパーマーケットで売れ残った野菜や
果物を使い、飲食店がオリジナルカレーを提供するキャンペーンを実施した。
傷んでしまい大量に廃棄される食材を回収し、高校生が選別、静岡市と新
聞社のスタッフが飲食店へ届ける流れを構築。具が分からない「闇」の

「Yummy（おいしい）」カレーが市内の 13 店舗で振る舞われることを、カ
レーの匂いが漂いそうな黄色を基調とした新聞広告で告知した。協賛社の
社員が参加飲食店を開拓し、店主へのインタビューも担当して紙面で紹介
する斬新な手法を取り入れた。県内外から取材依頼や問い合わせが相次
ぎ、約 2000 食が提供されるなど、大きな反響があった。新聞社のネットワー
クと企画力を生かし、地域を巻き込んで社会課題の啓発に取り組んだ広告
活動として高く評価された。

◉広告主	 ������������ 第一生命保険、聖教新聞社、焼津ミール、石田缶詰
◉掲載状況	 ��������� 2023年10月31日、11月3日、11月19日／全15段、

全5段、カラー
◉広告活動	 ��������� テレビ CM、テレビ番組、ラジオ CM、ウェブサイト、

Instagram、LINE、チラシ、POP
◉企画	��������������� 静岡新聞社地域ビジネス推進局
◉制作	��������������� 静岡新聞社地域ビジネス推進局、編集局
◉扱い	��������������� 東弘、AAP、良い広告

静岡新聞社　地域ビジネス推進局

静岡まかないフードフェス第２弾	～Yummyカレー祭～ 未来のチカラ　にいがた脱炭素プロジェクト　だつたんそうしよう！

◉企画の概要と選定理由
2050 年までに温室効果ガス排出量実質ゼロを目指す――。新潟県と新聞
社が連携し、脱炭素社会の実現に向けた情報を発信するプロジェクトを展
開した。これからを担う次世代層を意識し、キャンペーンキャラクターやクイ
ズを用いた新聞広告で、硬派なテーマを中学生でも分かるように紹介。女
性向けフリーペーパーで特集を掲載したほか、計 4 回のオンラインセミナー
の実施、中学生向けの出前授業や企業訪問、円卓会議など、新聞社の
持つアセットを幅広く活用した。各イベントの参加者からは好意的な声が寄
せられ、協賛社だけでなく非協賛社からも肯定的な意見が届いた。新聞社
が起点となって社会課題を深掘りし、重層的な取り組みで幅広い世代に訴
求した広告企画として高く評価された。

◉広告主	 ������������ 東北電力、三菱ガス化学、日本曹達、日本たばこ産業、
第四北越フィナンシャルグループなど 64 社・団体

◉掲載状況	 ��������� 2023年7月21日から2024年3月24日／全45段、二
連版全30段、全15段、全5段、雑報、カラー

◉広告活動	 ���������ウェブサイト（SNS 等で誘導）、ポスター、オリジナ
ルキャラクターのアクリルスタンド、SDGsにいがたと
の連携セミナー、地元中学生との円卓会議、総括
フォーラム、フリーペーパー『assh』、子ども向け紙
面「まいにち　ふむふむ」

◉企画	��������������� 新潟日報社、新潟博報堂
◉制作	���������������ワークワンダース
◉扱い	��������������� オープン

新潟日報社　統合営業本部

2023 年 7 月 21 日付 8 月 27 日付

2024 年 2 月 24 日付

2023 年 10 月 31 日付 11 月 3 日付
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奨励賞 奨励賞■ 
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社
企
画
・マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部
門
▼
奨
励
賞

◉企画の概要と選定理由
世界の軍事情勢が悪化し核使用のリスクが高まる中、被爆地・長崎から平和
を訴える広告企画を展開した。広島市で開催された先進７か国首脳会議初
日の2023年5月19日付紙面では、核兵器が存在してはいけない理由を日本語
と英語で併記し、核について話し合ってもらうための情報を発信した。8月9日
付紙面では、一つの絵が二通りに見える「ルビンのつぼ」の手法を取り入れ、き
のこ雲または人が対話する横顔を見開きで表現。紙面をめくると前ページが
透けて対話する人の姿が浮かび上がるクリエーティブは、平和的手段での国
際紛争の解決を表現し、SNSを中心に大きな反響を呼んだ。広告主より賛同
を得て2020年から継続し、紙の特性を生かし平和について考えさせる機会を
提供した広告活動として高く評価された。

◉企画の概要と選定理由
富士山の世界文化遺産登録10周年を機に、富士山の麓の地元紙2社が山の
日に合わせた広告企画を展開した。「富士山はどちらが表側か」という両県民
の論争を念頭に、表面には自県側から見た富士山と文字を左右反転させたコ
ピーを、その裏面には相手側から見た富士山の写真を掲載。紙面を透かさな
いと反転させたコピーが読めないクリエーティブで、両県民に反対側から見え
る富士山の美しさを伝えた。表裏で富士山の輪郭が一致するよう、場所や手
法を検証した上でヘリコプターでの空撮に臨んだ。SNSでは趣向を凝らしたさ
まざまな工夫への好意的な反応が多く寄せられた。紙の特性を生かした斬新
な表現で富士山の保全に向けた機運を高め、協賛社の企業ブランディングに
寄与した広告活動として高く評価された。

◉広告主�������������長崎市など 27 社・団体
◉掲載状況	����������2023 年 5 月 19 日／二連版全 30 段、カラー、７

月 30 日から8 月 8 日／全 5 段、カラー、8 月 9 日
／二連版全 30 段、全 15 段、全 5 段×8、カラー、
モノクロ

◉広告活動	����������ウェブサイト、X（旧 Twitter）
◉企画	 ���������������長崎新聞社メディアビジネス局
◉制作	 ���������������電通九州長崎支社
◉扱い	 ���������������電通九州など

◉広告主�������������日本たばこ産業
◉掲載状況	����������2023 年 8 月 11 日／全 15 段×2（表裏）、カラー
◉広告活動	����������ウェブサイト、SNS
◉企画	 ���������������山梨日日新聞社、静岡新聞社
◉制作	 ���������������アドブレーン社
◉扱い	 ���������������電通

長崎新聞社　メディアビジネス局

２０２３平和企画
山梨日日新聞社　静岡新聞社

「裏技で読もう！表裏一体	富士山世界文化遺産10周年」企画

8 月 9 日付　二連版全 30 段（表面） 8 月 9 日付　全 15 段（裏面下半分）

2023 年 5 月 19 日付

8 月 9 日付コピー拡大イメージ

山梨日日新聞　27 面

静岡新聞　31 面

山梨日日新聞　28 面

静岡新聞　32 面
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審査講評

リアルな存在であることを活かして

一
い ち

倉
く ら

  宏
ひ ろ し

氏

コピーライター
クリエーティブディレクター

1955 年、群馬県出身。サントリー
宣伝部にコピーライターとして勤務。
90 年より独立し、一倉広告制作所
を設立。代表作に、サントリーモルツ
「うまいんだな、これがっ」、パナソ
ニック「きれいなおねえさんは好き
ですか」、ソニーウォークマン「哲
学するサル」編、NTT データ「ホー
キング博士」編ほか、ファミリーマー
ト「あなたと、コンビに」、大塚製薬
「ポカリ、のまなきゃ」などがある。

　ある日ある人から手書きの手紙を頂いて嬉
うれ

しく、何度も読み返して
いた。デジタルのメールとの違いはリアルな存在であること、そして
その意味や価値についても改めて考えた。メディアが多様化する中に
あって、配達されて手に取る新聞こそは最も「リアルな存在」だろう。
たとえオールドと呼ばれても。それが故の「存在感」も「可能性」も
発揮できるはずだ。アイデアや工夫次第で、リアルをこそ強みにして。
今年の新聞広告賞では、そのことが多く例証されたと思う。
　広告主部門の大賞、鹿屋市は紙面の「表裏」で「論争広告」を仕掛
けた。この使い方が秀逸で、読み返し読み比べたくなる。新聞広告賞
の味の素は紙面を「ランタン」に、沖縄セルラー電話は「絶滅危惧種
図鑑」に。集英社の「地域密着原稿」、第一興商の「カラオケランキ
ング」は取っておきたくなる紙面。日本物流団体連合会はサンタから
の「クリスマスカード」にしてみせた。優秀賞の10点も、30段の紙面
を生かすものなど、リアルの強みを発揮したものが多い。
　新聞社企画・マーケティング部門でも、各社とも紙面使いに工夫を
凝らしている。産経新聞東京本社のマルチな展開、下野新聞社のポッ
プなデザイン、信濃毎日新聞社の遊び心ある仕掛け。北日本新聞社は
ゲームになぞらえたアイデア、山陽新聞社は地域と人のつながりに好
感が持てる。新聞紙面のリアルさだけでなく、テーマの設定や取り組
みに地域に密着したリアリティーが感じられるのも、新聞ならではの
強みと言えるだろう。奨励賞となった各社も、新鮮な切り口の企画が
多く新聞の底力を感じさせてくれた。アイデア次第でいままで見たこ
とのない紙面が生まれるし、新しいアクションにもつながってゆく。
　新聞広告はまだまだ進化することができる。そう思えたのは心強い
のだが、もちろんそれは簡単なことではない。惰性に寄らずに新しい
発想で取り組まなければならない。その意志を持続するためには大変
なエネルギーがいるだろう。だから若い世代に期待したいのだ。それ
は大変だけど、とてもやりがいのある仕事になるはずだから。

審査講評

コミュニケーションとは、
相手を想像していること

葛
か

西
さ い

　薫
か お る

氏

アートディレクター

1949 年、札幌市出身。文華印刷、
大谷デザイン研究所を経て、サン・
アド入社、現在に至る。代表作に、
サントリーウーロン茶中国シリーズや
ユナイテッドアローズの長期にわたる
広告制作、 虎屋の CI・空間・パッ
ケージデザイン、サントリー、六本
木商店街の CI・サイン計画など。ほ
か映画・演劇の広告美術や装丁も数
多く手掛ける。著書『図録 葛西薫
1968』（ADP）。

　相手の思いやりがものすごく伝わることがある。そもそも相手を思
うということは、相手の立場から見える景色を想像することだ。デザ
インも同じである。情報が散乱した広告は読む気をそぎ、広告主や商
品に対するイメージも落としてしまう。タイポグラフィーや文字組み
を意識した整然とした場を作ることが、相手を思う丁寧なコミュニ
ケーションの基本である。
　新聞広告大賞の鹿屋市の広告は、読者に向かってきちんと発言する
強さと、多少の腰の低さが同居しており等身大でユーモラスだ。新聞
広告賞の味の素は、時代を経ても変わらない家族団らんの温かさを、
デザインで巧みに表現した。沖縄セルラー電話は、生き生きとした生
物のイラストレーションがところどころ隠れることで、読者に想像の
自由を与え、沖縄の風景をより一層思い起こさせている。優秀賞のし
ん次元クレヨンしんちゃん製作委員会は、「キミは、いたほうがいい
よ。」というコピーと順序良くデザインされたビジュアルが懐の深さ
や愛情を感じさせる。
　新聞社企画・マーケティング部門の新聞広告賞の山陽新聞社は、登
場する地元の人々の表情に誇りを感じるすがすがしい写真と、次の
ページに進みたくなる読みやすい紙面で印象深い。下野新聞社が用い
た軽いタッチのイラストは、深刻な社会的課題を身近に感じさせるた
めの入り口としてふさわしい。信濃毎日新聞社は、「視点を変えれば、
長所しかない。」という少し照れるような思いをストレートに表現し
てくれた。奨励賞の岩手日報社のデザインは能登への思いをスマホ上
で気軽に読む感覚にさせており、企画意図が一目瞭然で伝わる誠実な
広告だ。長崎新聞社は、統計的事実を淡々と伝える表現が独特であり、
怖さを感じるほどの紙面は傑作と言える。
　限られたスペースの新聞広告には情報の整理能力が問われる。今回
の入賞活動はいずれも読み手を思いやる広告で、読者の体に染み込ん
でいくはずだ。
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予備選考会にあたって

公
ぐ

庄
じょう

　仁
ひとし

氏
コピーライターなど

サン・アド所属。主な仕事に、『ざ
んねんないきもの事典』シリーズ
など。近年は京都のクラフトビー
ル醸造所「CRAFT BANK」や
城崎温泉の和菓子店「発酵餡
菓 うかわ」のブランディング、神
戸市交通局「KOBE KAWARU 
ACTION」や福岡の東野産婦
人科のコピー「未来は、女性か
ら生まれる。」など、地域の仕事
に数多く携わる。

伝
え
る
相
手
に
思
い
を
馳
せ
る
。

　企業や作り手にとって、新聞広告はいまなお特別感がある。しかし、
だからこその落とし穴もある。肩に力が入り、良いことや大きなこと
を言おうとするほど、相手がどう感じるかという当たり前の視点がつ
い抜けてしまう。その点、第一興商の通信カラオケ「DAM」は素晴
らしいと思った。30周年の節目に、自社の思いを声高に語るのでなく
紙面でも読者を楽しませてみせた。しん次元クレヨンしんちゃん製作
委員会による映画の告知。子どもの気分が沈みがちな夏休み明け直前
という掲載タイミングと同様に、一見些

さ

細
さい

な言葉選びにも、受け手へ
の配慮を感じる。牛派と鰻

うなぎ

派の掛け合いが面白い鹿屋市の文章も、沖
縄セルラー電話による生き物たちの圧巻のイラストも、紙面を見た人
の感情を想像しながら作られているように思う。伝える相手に思いを
馳
は

せることが大切。なんとも凡庸なことを筆者は書いている。だが、
どんな天才にも不可能なことを一瞬でやってのける人工知能が、子ど
もでも簡単にできること（たとえば思いやりだ）を習得できないとい
う不思議もある。人間ならではの仕事を模索しなければいけない時代
のヒントが、このあたりにある気もしている。

デ
ー
タ
で
測
れ
な
い
価
値
が
新
聞
広
告
に

　優秀な学生と接しても、知識に偏りを感じることがある。聞けば、
情報はSNSだけで得ているという。SNSは各自の興味に沿った情報を
タイムラインで教えてくれる。便利ではあるが、知識は広がらないし、
時に押しつけがましく思うこともあるだろう。
　さて、自分はどうだろう。新聞は電子版で読む。電子版で知った保
存したい紙面はコンビニで購入することもあるが、紙面を透かしたり、
折ったり、ライトで照らしたりはしない。初めて参加した予備選考会
でこうした見方を経験し、紙の新聞広告に圧倒された。
　記事には客観性が必要だが、広告には訴えたい主張がある――それ
を思い出させてくれたのは鹿屋市や味の素の広告だった。生き物図鑑
のような沖縄セルラー電話はページをめくるワクワク感があった。各
紙切り替えの集英社や農林水産省は、地域性を生かした新聞ならでは
のきめ細やかさ。どの広告も押しつけがましくなく、落ち着いて能動
的に読むことができ、自分の興味を広げてくれた。
　自戒の念を込めるのだが、広告を評価する際、コンバージョン率を
過度に意識してしまっていた。データで測れない価値が新聞広告には
あり、興味の土壌を作ってくれる新聞は再評価されるべきだ。

新
あ ら

井
い

　範
の り

子
こ

氏
上智大学経済学部教授

慶應義塾大学大学院社会学研
究科後期博士課程単位取得。
淑徳大学、専修大学を経て、
2010年より現職。専門はデジ
タル空間におけるマーケティン
グを中心に生活者と企業の価
値創発に関する研究。

応募状況・選考経過

「新聞広告賞」に関する規定

　第44回（2024年）新聞広告賞は、2023年6月1日から24年5月
31日までに新聞協会会員各紙に掲載された広告活動を対象に、広
告主、広告会社、新聞社に応募・推薦を呼び掛けた。その結果、
広告主部門に225件（すべて単独広告主）、新聞社企画・マーケ
ティング部門に49件（単独企画47、共同企画2）の応募・推薦が
あった。
　新聞協会会長の任命する委員をもって新聞広告賞選考委員会

（＝広告委員会）が組織され、下記のとおり応募・推薦活動の審
査・選考を行った。
１．予備選考会
　選考委員会は、広告委員会の下部組織である広告プロモーショ
ン部会委員と新井範子氏（上智大学経済学部教授）、公庄仁氏

（コピーライター）に予備選考を委嘱した。予備選考会は、広告
主部門、新聞社企画・マーケティング部門の両部門に応募・推薦
のあった全広告活動を対象に審査した。
（１）第１次予備選考会＝６月12、13、14、15、17、18日
　広告主部門の全応募活動の中から、各委員がそれぞれ30件を推
薦した。また、新聞社企画・マーケティング部門は各委員がそれ
ぞれ20件を推薦した。なお、自社が応募した活動には投票を認め
なかった。
（２）第２次予備選考会＝６月25、26日
　選考に先立ち座長に根本治朗・広告プロモーション部会長（産
経東京）を互選。審査・選考にあたっては、新聞広告活動の全過
程を対象に評価することを確認した。
　25日は新聞社企画・マーケティング部門の選考を行った。第1

第１条（目的と名称）
日本新聞協会は、新しい新聞広告の可能性を開拓した広告活動を顕彰し、
新聞と広告との発展に資することを目的に「新聞広告賞」を設け、毎年新
聞週間に際し贈賞する。

第２条（表彰の事由・贈賞の対象）
（１）新聞広告の新しい活用方法や表現領域の開拓に成功した活動、新聞の媒

体特性や新聞社の機能を活用した広告活動、新聞広告と他メディアなど
との連携による効果的な企画・マーケティング活動など、前条の目的に照
らして貢献するところが大きいと認められる活動を表彰する。

（２）本賞は、協会会員紙に掲載され、前項に該当すると認められた広告活動
に贈られる。 

第３条（賞の構成）
（１）本賞は広告主部門と新聞社企画・マーケティング部門の二つの部門に

よって構成する。
（２）広告主部門の本賞受賞活動から新聞広告大賞１件を選定する。
（３）選考委員会は、前項両部門について、本賞とは別に、広告主部門におい

ては優秀賞を、新聞社企画・マーケティング部門においては奨励賞、特別
賞を贈ることができる。

第４条（受賞対象）
本賞の受賞対象は、広告主部門については当該活動の企画立案にあたっ
た広告主とし、新聞社企画・マーケティング部門については協会会員新聞
社の当該部門とする。

第５条（表彰）
（１）広告主部門の入選は６件とし、新聞広告大賞１件、新聞広告賞（広告主部

門）５件にそれぞれ賞状ならびに副賞を贈る。
（２）新聞社企画・マーケティング部門の入選は５件とし、新聞広告賞（新聞社

企画・マーケティング部門）として、賞状を贈る。
（３）広告主部門における優秀賞に対しては賞状と副賞を贈る。
（４）新聞社企画・マーケティング部門における奨励賞、特別賞に対しては賞状

を贈る。

次予備選考会の投票結果を踏まえて31件を第2次予備選考会の審
査対象とし、審議・投票を重ねた結果、16件を選考分科会に上申
することを決めた。
　26日は広告主部門の選考を行った。第1次予備選考会の投票結
果を踏まえて93件を第2次予備選考会の審査対象とし、審議・投
票を重ねた結果、32件を選考分科会に上申することを決めた。
２．選考分科会＝７月11日
　広告委員会常任委員と一倉宏氏（コピーライター、クリエー
ティブディレクター）、葛西薫氏（アートディレクター）で構成
する選考分科会は、予備選考会から上申された候補活動を審査・
選考した。隅浩一郎・広告委員会副委員長（日経）が座長を務め
た。
　広告主部門は、32件を対象に議論と投票を行い、1件を新聞広
告大賞、5件を新聞広告賞、10件を優秀賞の受賞候補に決定した。
　新聞社企画・マーケティング部門は、予備選考会から上申され
た16件の当該新聞社からの説明を聞いた上で議論と投票を行い、
5件を新聞広告賞、6件を奨励賞の受賞候補とした。なお、自社が
応募した活動には投票を認めなかった。
３．選考委員会＝７月12日
　選考委員会である7月度広告委員会で、選考分科会座長が選考
経過について報告した。選考委員会は分科会からの上申活動を受
賞候補と決定。9月度新聞協会理事会の承認を得ることとした。
４．新聞協会理事会＝９月４日
　理事会は、新聞広告賞選考委員会からの選考結果と選考経過に
関する報告を承認した。

第６条（応募・推薦）
（１）本賞は、原則として、本賞の目的に合致した活動を企画、制作、展開した

関係者の応募により選考を行う。ただし、広告関係の第三者による推薦を
妨げない。

（２）応募・推薦の手続きは別に定める。

第７条（選考）
本賞の選考はつぎの方法による。

（１）会長の任命する委員をもって新聞広告賞選考委員会を組織し、広告賞贈
賞に関する事項を審議決定する。

（２）選考委員会は、応募・推薦された候補について審議し受賞者を決定、その
旨を理事会に上申し承認を得る。

（３）選考委員会は、必要に応じ外部の関係者から意見を求めることができる。
（４）両部門の特性を考慮し、選考委員会の運営細則を別に定める。
（５）選考結果は、「新聞協会報」および「新聞広告報」誌上と当協会ウェブサ

イトで発表する。

第８条（選考の対象期間）
（１）本賞選考の対象となる活動は、前年６月１日から本年５月末日までの１年

間協会会員各紙に掲載されたものとする。
（２）上記期間を越える長期の活動については顕彰に値すると選考委員会が

判断した場合は、始期は問わずこれを対象に含める。

第９条（提出資料および締め切り期日）
応募者ならびに推薦者は、当該活動に関する所定の資料をそえて毎年６
月初旬までに選考委員会に提出するものとする。

第１０条（その他）
本賞の選考および運用の細目については、選考委員会の決定により別に
実施細目を設けることができる。

２０２２年１２月９日改定
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　　　　第44回新聞広告賞選考委員会名簿（新聞協会会員名簿順）

朝日新聞東京本社 メディア事業本部アカウントソリューション担当本部長 渡 部 秀 一
毎日新聞東京本社 執行役員営業担当営業総本部長 平 地　　 修
読売新聞東京本社 取締役ビジネス局長 坂 本 裕 寿
日本経済新聞社 執行役員メディアビジネス	広告コミュニケーションユニット長 隅　　　	 浩一郎
東京新聞 メディアビジネス局長 小 林 秀 章
産経新聞東京本社 メディアビジネス局長 佐々木　美　 恵
ジャパンタイムズ ジャパンタイムズエージェンシーメディアソリューション部長 木　村　あゆみ
報知新聞社 執行役員ビジネス局長 永 山 一 規
日刊工業新聞社 取締役業務局長 小 原 敏 永
日刊スポーツ新聞社 新聞統括本部長 平 野 英 俊
スポーツニッポン新聞社 執行役員ビジネス編成本部長 中 村 征 爾
日本農業新聞 執行役員広報局長 山 本 史 郎
朝日新聞大阪本社 メディア事業本部長代理 山 下 竜 治
毎日新聞大阪本社 パートナーリレーションズセンター次長 飛 田 拓 肖
読売新聞大阪本社 取締役ビジネス局長 有 田　　 淳
日本経済新聞大阪本社 メディアビジネス	大阪本社広告コミュニケーションユニット長 藤 尾 典 篤
産経新聞大阪本社 メディアビジネス局長 神 余 直 行
北海道新聞社 執行役員営業局長・デジタル営業統括 三 浦 雅 典
十勝毎日新聞社 執行役員営業局長 原 口 暁 史
東奥日報社 常務取締役常務執行役員ビジネス局長 南 谷　　 毅
デーリー東北新聞社 取締役地域ビジネス局長 川 口 桂 子
岩手日報社 取締役執行役員総合ビジネス局長 鈴 木　　 淳
河北新報社 営業局長 永 山 ゆ み
秋田魁新報社 営業局長兼編成部長 疋 田 大 三
山形新聞社 広告局長 橘 　 　 　 拓
福島民報社 広告局長 沢 井 正 樹
福島民友新聞社 執行役員営業局長 平 田　　 哲
茨城新聞社 取締役営業局長兼事業部長 岡 﨑 正 人
下野新聞社 ビジネス局長兼デジタル統括本部 木 村 泰 勇
上毛新聞社 営業局長 星 野 幸 央
埼玉新聞社 取締役クロスメディア局長 金 子 年 一
神奈川新聞社 取締役クロスメディア営業局長 篠 田　　 学
千葉日報社 執行役員クロスメディア局長 早乙女　謙司郎
山梨日日新聞社 取締役メディア企画局長 鈴 木 精 貴
静岡新聞社 地域ビジネス推進局長 梅 原　　 崇
信濃毎日新聞社 マーケティング局長 北 野 淳 史
中日新聞社 メディアビジネス局長 小 山　　 仁
岐阜新聞社 取締役営業本部長兼営業局長 谷 重 耕 平
新潟日報社 統合営業本部副本部長兼ビジネス局長 阿 部　　 久
北日本新聞社 執行役員メディアビジネス局長 釣 谷 秀 樹
北國新聞社 営業局長 道 上 宗 雅
福井新聞社 営業事業局長 林　　 明 美
伊勢新聞社 上席執行役員東京支社長 高 田 豊 明
京都新聞社 京都新聞ＣＯＭ事業推進局長 石 徳 和 彦
神戸新聞社 メディアビジネス局長 箸 本 史 朗
奈良新聞社 取締役東京支社長 齋 田　　 勉
山陽新聞社 執行役員営業局長 松 尾 政 典
中国新聞社 地域ビジネス局長 増 田 泉 子
山陰中央新報社 ビジネスプロデュース局長 福 井 英 樹
山口新聞社 執行役員営業局長 広 瀬　　 誠
徳島新聞社 営業局長 谷 野 圭 助
四国新聞社 広告局長 寺 嶋 隆 五
愛媛新聞社 取締役執行役員営業局長 村 上 直 史
高知新聞社 営業局長 塩 見 俊 久
西日本新聞社 執行役員メディアビジネス局長 秀 島　　 徹
佐賀新聞社 執行役員営業局長 田 中　　 稔
長崎新聞社 取締役メディアビジネス局長 森 永　　 玲
熊本日日新聞社 取締役業務局長 毛 利 聖 一
大分合同新聞社 上席執行役員マーケティング統括局長 青 木 貴 史
宮崎日日新聞社 常務取締役営業局長兼経営企画室長兼営業推進本部長 田 代　　 学
南日本新聞社 営業局長兼営業局次長兼事業本部長 田 代 博 文
沖縄タイムス社 営業局長 高　良　久美子
琉球新報社 取締役統合広告事業局長 島　　 洋 子

以上６３人

48



発行＝一般社団法人日本新聞協会
編集＝日本新聞協会広告委員会
〒100-8543 東京都千代田区内幸町 2-2-1
TEL（03）3591-4407
©日本新聞協会 2024

新
聞
広
告
デ
ー
タ

ア
ー
カ
イ
ブ

話
題
の
広
告
事
例
が

盛
り
だ
く
さ
ん

N E W S P A P E R  A D V E R T I S I N G  P R I Z E  2 0 2 4


